
 

 4月1日(水)に入園式が行われ、新入園児27名を迎え

155名でスタートしました。慣らし保育が進み、少し

ずつ園生活に慣れてきた矢先、7日(火)に新型コロナウ

イルス感染拡大防止の為、緊急事態宣言発令され登園自

粛の要請となりました。仕事復帰が近づく中、慣らし保

育も進めることにできない状況ですが、家庭保育の協力

もあり、今は最小限の登園人数になっています。ご理

解・ご協力ありがとうございます。1日も

早く子ども達の笑顔と笑い声に包まれた保

育園に戻れるよう願っています。 

 

               

 ★ ハッピーアドバイス ★  

 ★ 手作り玩具 ★  ★ あおばニュース ★ 

 ★ 子育て支援年間予定 ★ 
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      ☘ 風船リレー ☘ 

 スティックの材料 

・紙皿 ・セロハンテープ 

・ハサミ・ラップの芯 

(・シール・マジック 

・ビニールテープなど) 

        【 親子のコミュニケーションが心を育む 】    

 親子のコミュニケーションとは『今日あった出来事について会話する』『一緒に遊ぶ』『絵

本を読み聞かせる』『散歩しながら同じ景色を見る』など同じ時間を過ごすだけでなく、同じ

ものを見て感じ合う事が大切です。子どもは親と関わることで、自分が愛されている、存在意

義があると感じ「自己肯定感」を育んでいきます。自分を認めることで、他者も認めることが出来るように

なるのです。親子のコミュニケーションは、人格形成に深く関わるということです。 

☆親との関りで育まれる子どもの心☆ 

   １．子どもの自己肯定感が育つ・・・0歳～6歳までの乳幼児期は自己肯定感が育つ土台の時期です。 

   ２．子どもの情緒が安定する・・・・穏やかで優しく育って欲しいと願うのであれば、溢れる 

                    ほどの愛情を注ぐことが大切です。 

   ３．思春期の関係性が良好になる・・乳幼児期から親子関係が結ばれていれば、思春期を 

                    迎えても良好な関係性が保たれる傾向があるようです。 

                                           teniteoより 

＊現在外出を自粛する日々が続き、お家でお子さまと過ごす時間が増えていますね。親子でクッキングや 

 玩具を作って遊ぶなど工夫した生活を送っていることと思います。そのことにより一層心が育まれ良い 

 成長へと繋がることでしょう。 

＊作り方 

①紙皿を半分に折り真ん中   

 部分を切り抜きます。 

②１とラップの芯をセロハン 

 テープで止めます。 

 (ラップの芯はビニール 

  テープを貼りました) 

③紙皿の部分にシールを 

 貼ります。これで完成！ 

 (マジックなどで描いても 

 ＯＫです) 

 ♥ スティックの穴の中に風船の結び目を 

  入れてスタンバイ！風船を落とさない 

  ように運びます。バランス感覚が養われ 

  運動不足も解消できると思います！ 

  ぜひ遊んでみて下さい！            

・  5/21(木) 新型コロナウイルス感染拡大防止の為 

       中止になりました 

・  7/11(土) あおば子ども夏まつり 

・  9/10(木) 園庭、室内遊び 

・10/  3(土) 運動会     ・10/13(火) 移動動物園 

・11/12(木) 園庭、室内遊び ・11/ ２(月) 観劇 

・12/22(火) 誕生会     ・  1/14(木) おもちつき 

・  1/28(木) お店やさんごっこ 

    ＊新型コロナウイルスの状況により変更することも 

      あります。 
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